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福井市、福井県、福井運輸支局、

事業者５社、福井県警察、

学識経験者１名、利用者代表６名、

県バス協会、県交通労働組合代表

事業名
補助対象
事業者等

事業概要 ③事業の今後の改善点

福井交通株式会社・
鷹巣・棗線

市北西部の鷹巣地
区浜住町から、交通
空白・不便地域であ
る白方町等を経由し
て福井温泉病院に
至る路線（路線定期
運行）

A 計画どおり事業は適切に実施された B

白方町や石橋町等の公共交通空
白・不便地域の解消が図られた。
運行１回あたりの利用者数について
は、目標10.7人/回に対し2.0人/回で
あった。収支率についても23.0％に
対し4.1％であった。交通空白地域の
利用者を中心に、想定を大幅に下
回ったため。

温泉施設や病院から午前中に帰宅でき
るよう下り第１便のダイヤを1時間繰り上
げた。
今後は、車両に貼り付けるマグネットを
大きく目立つものにする等、更なる周知
徹底を図るとともに、沿線の温泉施設と
連携した利用促進策を講じていく。

京福バス株式会社・
酒生いきいきバス東
郷ルート

A 計画どおり事業は適切に実施された

京福バス株式会社・
酒生いきいきバス北
ルート（済生会止まり系統
を含む）

A 計画どおり事業は適切に実施された

京福バス株式会社・
酒生いきいきバス南
ルート（済生会止まり系統
を含む）

A 計画どおり事業は適切に実施された

京福バス株式会社・
鶉山バス南北ルート A 計画どおり事業は適切に実施された

京福バス株式会社・
鶉山バス東西ルート A 計画どおり事業は適切に実施された

光タクシー有限会
社・殿下かじかポッ
ポー地区外ルート

A 計画どおり事業は適切に実施された

光タクシー有限会
社・殿下かじかポッ
ポー上町内ルート

A 計画どおり事業は適切に実施された

光タクシー有限会
社・殿下かじかポッ
ポー下町内ルート

A 計画どおり事業は適切に実施された

①事業実施の適切性 ②目標・効果達成状況

B

斜面住宅団地や公共交通空白・不
便集落等において交通弱者の移動
手段を確保できた。
運行１回あたりの利用目標について
は、7.7人/回に対し1.9人/回であっ
た。収支率についても、24.0％に対し
6.7％であった。交通空白地域外の
集落等からの想定を大幅に下回った
こと、午後の利用（主に買物目的）が
想定を大幅に下回ったこと、ＪＲ越前
東郷駅周辺への通院等の移動ニー
ズがほとんどなかったため。

B

公共交通空白・不便地域の解消が
図られた。
運行１回あたりの利用目標について
は、9.2人/回に対し2.3人/回であっ
た。収支率も、23.0％に対し3.1％で
あった。宮ノ下地区への買物利用が
想定を大幅に下回ったため。

B

陸上交通に係る
地域公共交通確保維持事業
（地域内フィーダー系統）

市街地の東に位置
する酒生地域（農山
漁村地域）におい
て、公共交通不便地
域である高尾町の住
宅団地を起点に、既
存集落を経由してＪ
Ｒ越前東郷駅や済
生会病院、東部プラ
ザ（スーパー）に至る
路線（路線定期運
行）

市北西部の鶉地域
において、既存集落
を経由し宮ノ下地区
の商業施設や大安
寺地区の温泉施設、
病院等に至る路線
（路線定期運行）

市南西部の殿下地
区（中山間地域）の
谷あいの集落から、
地区の中心部を経
由して清水地域拠点
（大規模商業店舗を
核とした日常生活拠
点）に至る路線（区
域運行）

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通ネットワーク計画に基づく事業・平成２３年度事業分）

協議会・構成員

これまで路線バスが利用できなかっ
た７箇所の既存集落（公共交通空白
地域）において、高齢者等の移動手
段を確保することができた。
運行１回あたりの利用者数について
は、3.0人/回に対し5.1人と目標を達
成した。一方、収支率は、15％に対し
7.8％であった。地区内の移動が当
初の想定を大幅に下回ったため。

曜日によって設定本数やダイヤが異なる
など、メインユーザーである高齢者にとっ
て分かりにくい運行計画となっているた
め、毎日の設定本数やダイヤを揃えて、
シンプルで分かりやすい計画とする。
予約に不慣れな高齢者を集め、予約・利
用の実演会を開催する。

買物での利用を促進するため、バス停位
置やダイヤの見直しを行う。
地区の行催事等の際にバス利用を呼び
かけることで、日常的な利用促進につな
げていく。

地区の行催事等の際にバス利用を呼び
かけることで、日常的な利用促進につな
げていく。
利用実績や沿線の紹介記事を掲載した
広報紙を定期的に発行し、地域住民へ
の浸透・定着を図っていく。
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【各評価項目の評価基準】
①事業実施の適切性
　　Ａ…事業が計画に位置づけられたとおり、適切に実施された（されている）。
　　B…事業が計画に位置づけられたとおりに実施されていない点があった（一部実施されない見込み）。
　　C…事業が計画に位置づけられたとおりに実施されなかった（実施されない見込み）。

②目標・効果達成状況
　　A…事業が計画に位置付けられた目標を達成した（する見込み）。
　　B…事業が計画に位置付けられた目標を達成できていない点があった（一部達成できない見込み）。
　　C…事業が計画に位置付けられた目標を達成できなかった（達成できない見込み）。


